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宮澤 真，尾崎 大輔，星野 佳彦
小屋 順一，中村 翔，須藤 高行
（群馬大医・附属病院・放射線部）
深田 恭平 （群馬大院・医・腫瘍放射線学）
【目 的】 頭頸部IMRTにおいて位置誤差となる要因と
固定具について検討を行った.遡及的な解析を基に,固定
方式の異なる (4点および5点)シェルの固定精度を比較
した.【方 法】 IGRT用のCBCT画像からそれぞれの
固定具で治療した患者のセットアップ固定精度を解析し
た.解析ポイントは下顎骨,甲状軟骨,第2頚椎,第6頚椎,
後頭隆起のポイント毎に位置の変位量を計測し,治療回数
と変位量の関係を調査した.【結 果】 4点固定式は治療
回数の増加と共に下顎骨と甲状軟骨の変位量が大きくなっ
たが,5点固定式では治療回数の増加による変位量はほぼ
みられなかった.【結 論】 頭頂部まで固定される5点
固定式のシェルを使用することで固定精度は向上するもの
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